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連合山形「2014新春旗びらき」を開催
― 社会変革へ着実に前進する年へ！―

　１月７日、連合山形・連合山形地域協議会合同開催による「2014新春旗びらき」が「大手門パルズ」において
開催され、約300名が集まり新春のあいさつと新たな
スタートを誓い合いました。
　主催者を代表し挨拶に立った連合山形大泉会長は、
「安倍政権は、労働者保護ルールの改悪をはじめ不安
社会を増幅し、世界で孤立しかねない政策を打ち出し
ている。声を出して行動を起こしていく１年にしてい
く必要がある。」などと述べられました。
　来賓を代表し、吉村美栄子山形県知事、市川昭男山
形市長、近藤洋介民主党県連会長、高橋啓介社会民主
党県連幹事長の４名より祝辞をいただき、来賓者によ
る鏡開きのあと、須永敏良山形労働局長の発声で乾杯
を行いました。

謹 賀 新 年
連合山形会長　大　泉　敏　男

　新年明けましておめでとうございます。
　いよいよ2014春闘がスタートします。５年ぶりのベースアップ要求を掲げての春闘となります。

最大の課題は中小の賃上げです。企業数の99％は中小企業です。労働者の７割以上が中小企業で働く労働者です。消
費を拡大しデフレ脱却を図るためには、この中小企業で働く労働者の賃上げが絶対条件です。経営者の皆さんと粘り
強い交渉を積み上げる必要があります。経営者の皆さんには、ぜひともベースアップの「決断」をお願いしたいと思
います。一方で、大企業の皆さんには、これまでの絶え間ない納品単価の切り下げ、納期短縮、このようなことをや
めて、中小企業に利益還元をしてもらう必要があります。
　要求実現に上手い手があればいいのですが、うまい手はありません。
　第一に、現場に足を運んで、組合員と執行部との対話を重視し、対話を重ねて問題解決にあたりたいと思います。
　第二に、連合山形本体と高退連、労働者福祉事業団体、協力議員団がこれまで以上に連携・協力し、総合力を高め
たいと思います。
　第三に、来春の統一自治体選挙で構成組織自らが組織内候補者を積極的に擁立することが必要です。リスクにチャ
レンジしてこそ未来を切り開くことができます。
　当面国政選挙はありませんが、統一自治体選挙や山形市長選挙の積み重ねの延長線上に、国政選挙があります。来
年秋の山形市長選挙の勝利に向けて、民主・社民・連合山形の共闘体制を強め、非自民勢力の結集を図りたいと思い
ます。
　労働組合と労働者福祉事業団体、働く者を代表する政党の闘いによって、混乱期の戦後日本の社会変革、賃上げ、
社会保障制度を勝ち取ってきた歴史があります。転換期の今また、労働組合、労働者福祉事業団体、民主党、社民党
の出番です。私たちこそが社会変革を担うのだという誇りと確信を持って、農耕馬のごとく一歩一歩着実に前進する
年にしたいものです。
　今年一年も大震災の被災地支援を継続しつつ、ベースアップと組織拡大を勝ち取ること、そして、みなさんの願い
が、うまくいきますように祈念します。今年もどうぞよろしくお願いいたします。

ホームページアドレス ： http://www.rengo-yamagata.jp/
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2014春闘に向けた「産別代表者懇談会」

日　　時　2014年２月19日（水）
　　　　　中小労働運動セミナー  15:30
　　　　　元気を出そう！交流会  17:30
会　　場　大手門パルズ　３Ｆ「葵」

日　　時　2014年３月８日（土）  14:30
集　　会　「やまぎんホール」
デモ行進　13:30
　　　　　山形市「第二公園」出発（予定）

元気を出そう！
中小労組の集い

2014春季生活闘争
勝利総決起集会

　連合山形は、2014春季生活闘争方針を策定し、従来からの主張である「デフレから脱却し、経済の好循環をつくり
出す」ことを実現するための「底上げ・底支え」「格差是正」に向けた取り組みとして今春闘を位置付け、正規・非
正規、組織・未組織にかかわりなく、すべての働くものの処遇改善の実現をめざし、公正で安心・安定的な社会の実
現に向け邁進していくとしました。２月３日に開かれる執行委員会で決定されます。

１．「地域ミニマム運動」への取り組み
　�　地域間や企業間の格差是正と県内賃金水準の底上げをはかり、低賃金県からの脱
却をはかるために、最低基準（ミニマム）を設定し、県内では「これ以下では働か
ない。働かせない」運動を展開していく。

２．連合山形の賃上げ要求内容
　⑴　賃金改善の考え方
　　①�　各組合は、賃金水準の低下阻止や物価上昇分を考慮し、賃金カーブ維持分

（２％）を確保するとともに２％以上の賃金改善（賃上げ分１％＋格差是正分
１％）をはかる。

　　②�　各構成組織・単組はより個別賃金水準を重視した取り組みを徹底し、個別賃金水準の維持向上をはかり、社
会全体の賃金相場へ波及させる。

　　③�　生活の基礎である月例賃金の維持・改善を最優先した闘争を推進し、一時金を含めた年間収入の維持につい
ても生活防衛の観点から水準の確保に努める。

　⑵　賃上げ水準
　　�　賃金改善分については、2013年連合山形中小組合賃金実態調査の結果より平均賃金247,100円の２％として5,000
円を目安とする。

　　　賃金カーブ維持分 ＋ 賃金改善分5,000円以上
　　�　なお、賃金カーブ維持分の算定が可能な組合は、

その維持原資を労使で確認する。また、賃金カー
ブ維持分の算定が困難な組合は、賃金カーブ維持
相当分を4,600円とし（昨年同額）、4,600円＋賃金
改善分5,000円の9,600円以上を要求する。

連合山形「2014春季生活闘争方針」（案）
月例賃金の引上げにこだわる闘いを！

ミニマム設定額
年　齢 2014年設定額
18歳 147,000
20歳 150,300
25歳 161,600
27歳 167,200
30歳 176,100
35歳 191,200
40歳 205,100
45歳 215,500

【連合山形の標準到達目標】 【連合山形の最低到達目標】
年　齢 全産業 年　齢 全産業
20歳 170,300円 20歳 157,900円
25歳 207,700円 25歳 178,500円
27歳 224,300円 27歳 187,700円
30歳 249,700円 30歳 201,900円
35歳 291,700円 35歳 225,200円
40歳 329,600円 40歳 246,400円
45歳 359,300円 45歳 263,200円

年齢ポイントごとの「標準到達目標」および
「最低到達目標」は右のとおり
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　2014春闘を前に、１月16日大手門パルズにおいて、民間労組の産別代表者が集まり、（一社）山形県経
済社会研究所の高木郁朗顧問をコーディネーターとして、2014春闘をめぐる情勢や方針、重点取り組み課
題、政策課題についての座談会が開催されました。
　今春闘においては、アベノミクスによる景気回復が報道される中、賃金引上げに対する組合員の期待感
が増し、労働組合としての交渉成果が求められます。しかし、産業別にみると、厳しい産業があることや
地方での景気はさほど回復していないなどの意見も出されました。
　出席者は、細谷眞ＪＡＭ南東北山形県連絡会会長、
角谷俊一ＵＡゼンセン山形県支部長、井上正則電機
連合山形地域協議会事務局長、髙橋末雄交通労連山
形県支部事務局長、青木孝典運輸労連山形県連合会
書記長、設樂正情報労連山形県協議会議長、高木郁
朗（一社）山形県経済社会研究所顧問、立松潔（一
社）山形県経済社会研究所所長、梅津庸成（一社）
山形県経済社会研究所専務理事、舘内悟連合山形副
事務局長、柏木実連合山形組織広報部長。

　毎年、春闘期に集中日を設けて実施してきました「なんでも労働相談ダイヤル」が下記日程で行
われます。
　「長時間労働を強いられているのに残業代が支払われない」「パート・契約社員というだけで有
給休暇を認めてもらえない」「何の理由もなく突然解雇、雇用契約の打ち切りを告げられた」「会社
が雇用保険に加入させてくれない」「育休をお願いしたら、戻る場所はないと言われた」など、労
働基準法をはじめとする労働諸法令違反に関する相談は後を絶ちません。
　昨年１年間、連合山形に寄せられた労働相談は281件で、解雇・雇止め等の雇用関係の相談が最
も多く、次いで賃金未払いや不払い残業等の賃金関係、そして就業規則・雇用契約などの労働契約
関係の順となっています。また、パワハラやセクハラ、嫌がらせなどの相談が最近増加しています。
　連合山形では、労働者の不安に対して早い段階で適切なアドバイスを行い、企業側に労働諸法令
の遵守を訴え、非正規労働者を含めたすべての労働者の処遇改善を目的として、集中相談日を設け
相談を受け付けます。

相談日時　2014年２月５日（水）～９日（日）
　　　　　10:00～19:00（土日は10:00～17:00）
相談電話　フリーダイヤル０１２０－１５４－０５２

2014春闘に向けた「産別代表者懇談会」

2014春闘
「なんでも労働相談ダイヤル」がはじまります！
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